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ツヰキ氏の新星についでee

On　Dr．　Zwicky’s　Nova　Cygni

山　本　一　清　　Jssei　Yamaneoto

　去る1942年九月18日頃，7〈・Ptマ二天：文言のツヰ究氏が白鳥座に8等級の新星

をi疫見したといふ知らせを受けた．ところが，この知らせの後，まもなく此の

星は，急に衰光して了つたので，殆んどしっかり見る暇も無かったわけである

が，どうせ微光の星だから，かりに見えても，長い聞の観測は出急なかったの

だらうと，諦めた，Zwicky’s　Nova　was　announced　too　Iate・

　しかるに，十二月末になって，コペンハ1ゲンから州際天文同盟の回報922號

が來たのを見ると，此の畢の浩息が可なり精しく載ってみる，之に懐ると，こ

の星は六月4日にドイ．ツ國ゾンネベルグ天文墓（ベルリン大學ノイバベルスペ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ルグ天文毫の出張所）の索天カメラの乾板に始めて7．7として現はれ，それか

ら可なり出訴的に撮影されてるるが，遡って，五月19日の爲眞（13等星まで出

てみるもの）に現はれてるないし，叉，ベルジク國ユクル天文皇で，1913年八

月1日目爲眞天命（14等星まで現はれてるる）に現はれそみないから，つっと

以前から極めて微光の星であったものと思はれる．Sonneberg　Patrol　came’

ra曲ow＄pre－disCovery．、

　さて，今日まで各所で観測された結果を集めて見ると，次の通り．

　Pubiished　observations　up　to　I．　A．　U．　Circular　922　as　folhvs：

ドイツ國ゾン累ベルグ天日肇　ア；ネルト氏（爲眞）

By　Ahnert，　Sonneberg　Observatory，　Gerrnany．

1942年五月19日

　　六月4日

　　　　6日
　　　　19日

　　七月4日
　　　　6日
　　八月5日

［13．

7．7ve

7．5

8．1

9．3ee

9．40r

8．85

八月13日　9．酵

　　15日　9．3

　　19日　9．1

　21日　8．91

九月2．日　9．5

　　3日　9．4ee

　　9日　．9β
de
ｸ像は乾板の端に．あり，不確頁．

プし月10日．9．4w

　11日　9．2「

　11日　9．4ee

　　16N　9．1ee

　19日目9，25

　　ベルジク國ユウルi鴉文理．デルポノレト氏（寡眞）

　　　By　Delporte，　Uccle　Observatory，　Belgium．

エ9　13　sf　g八月目1　E1　　　　［14．　　　　　　　　　　1942年一i…J・］　1　日　・　　14m
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　　　　　　ス黒1デンew7Kトク＊ルム芙女早（爲眞）

　　　　　　　Stockho互m　Observatory，　Sweden・
　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
　1942年プL月19．　．9　　92　　　　　　　九月20．9　　．9，6　　　　　　　九月28日　　［ユ2。

　スエ1デン翻プ面，．クぜス嚢ベルク“天交算　ニルス・タム氏（寓眞）

　　By　Nils　Tamm，　Bro，　K：vistaberg　Observatory，　Sweden．

　　　1942奪三ブL月6日　　　　9．6ee　　　　　　　　　　プし月13置　　　　10．ooo

　　　　　　　騒本，束懸巣曳：籔　榊国取氏（眼肌）

　　　　　　By　S．　Kanda，　Tokyo　ObservatrヲJapa琵．
　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
1942年プ』月2⑪．44　92　　　　　　ナL月23，47　　11．1　　　　　　　プし月27．4　　13．4

　　　〃22．45　9．7　　　　　　　24，44　11．7　　　　　十月3．6　［13．7

さて，これ等の観測結果から光度曲線を帯いて見ると圖の如くなる．Plotted．
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　この圖を一見して判ることは，この新星の光度は普通の新星に見るやうな典

型的なものでは’ ﾈい．例へば，十一月に二見された中原氏の二三新星の光度曲

線は，置に典型的で，急に極大へ上昇し，其㊧後は富士形の滅三線を書いてみ
る．’ uかるに，ツヰキ氏の新星は，五月末から六月初めまでの間に急に上昇し，

それから一ケ月ほどの聞は，普通の新星の如く1～2寺級ほど光が下降するやう

に見えるが，八月には一寸持ち直したらしk（杁子が見え，丁度，ツヰキ氏が飛

見した頃まで，切り急卸しない。尤．も，九月中旬ごろlIO等級まで下った形跡

も．あるが一一しかるに，九月即日から恐ろしく急澱に光は4〈へ，九月末までに

14等程度に下って打つた．それからあとの概測が無い¢）で，．何とも言へない

が，とにかく，今までの所で判鋼一るどこの纏の光彪、鱒，カの18鱗

の駅者座の新星や，1934年のヘノレクレス座の：．1勲こ似た鰐1員を二．藁てるること

が確かである．tの三つの新星は明るい光度を維持してみる．何れも3ケ月ば
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かりである黙も互ぴに似てみる。天界167號183頁には，三者座の新星を始め，

澤山の新星の光度曲線が揚げてあるし，叉，天界171號343頁にはヘルクレス座

の新星の曲線があるから見て頂きたい．丁丘elight・curve　cSosely　resembles

those　of　Nova　A腱lgae　1892　an／d　Nova　Herc疑1量s　1934．

　これによって考へると，一般に瓢虚と言はれるものの光度曲線の中で，駅者

座新星（1892年）と・ヘルクレス庄新星（！934年）と，こんξ．の白鳥座の新星

（1942年）とは同じ一雨類をなすものであ．り，叉，ペルセウス座新星（1901年）

．と，双子座の第1新星（1903年）と同趣2新星（19！2年），鷲座新星（1918年）

蜥四座新星（1913年）等々の大多勲のものは，之れ別の一口類をなすものであ

るし，街，書架座新星（1925年）の如き，’ゆっくりと光が上昇して，全く不規

則耳蝉の如き光度層化を示すものも，第三種類をなすものと考へるべきであら

う．Nova　Aurigae　1892，　Nova　Herculis．1934　and　Nova　Cygni　1942　will
form　a　second　class　of　Novae，　while　Neva　Persel　1901，　Novae　GeminQ－

rum　1903　and　1912，　Nova　Aquilae　1918，　Nova　Lacertae　1913，　Nova
Puppis　1942，　etc，　will　form　the　typicak　class，　as　ju．dged　from　the　light－

curves；moreover，　Nova　Pictoris　1925　and　Nova　Cy墓ni　1920　wiil　form　the
享hird　c畳ass。

　とんどのツヰキ氏の新星についても思ひ起されることは，索天カメラの効能

でである．若し，労れが，九月のツヰキ氏の套見以後の乞児しか得られなかっ

たならば，この新星の攣光曲線は平樋の型式の中に入れられるものであり，伺

敏者座新星の類が一つの種頑をなすといふことも，言へないことになるのかも

知れないから。新星は恒星の表面に於ける爆獲現象であることは，筆者が1913

年頃から唱導してみる所であるが，近年この論は三界一般に受け入れら．れたや

うである．それで，若し，爆獲が只一回きりの場合には，艦座新星の如き光度

曲線を書くことが肯定し得るが，郭者座新星の如き第二種の曲線を書くのは，

爆獲が，見積的に何回も起るものと老へられる．尚，とんどの白鳥座（1942年）

新星の光度塁壁のうち，六月初めから七月初旬まで比較的直線に下降してみる

部分（第一回の爆稜のみの現はれ）を眞直ぐに延長して見ると，九月末の光度の

附近に達する事實は興味あるものと言はねばならなV・．’Stralght4ine　exten－

sion　of　the　light－curve　of　Nova　Cy墓ni！942　Qf　t’ne　f量rst　5　weeks，　which

revea］s　its　first　princ重pal　outburst，　comes　c玉ose　to　the　magnitude　i1ユlate

September．

　ついでに，こんどの白鳥座の新星の維緯度は，ベルジク國ユクル天文壷のデ

ルボルト氏の観測によれば，

　　　　194～年十月Oct．1．88017（U．　T．）
　　　　　　　　　ム　　　　　ヨ
　　　　　赤経　　20　56　29．15　　　　　赤緯　　十35042！56”．7　（分黒占1942．0）

二って，．ボン星圖の分黒戸に直せば，
　　　　　　　　　む　　ユむ　き
　　　　　赤縄　2053⑪L9　　　赤緯　十35。22’52”　（〃　1855．0）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1942年十二月29日Dec．29．）


